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研究成果の概要（和文）：長崎県五島市で進行中の前向き地域住民コホート研究であるNagasaki Islands Study
（NaIS）のデータと、五島市が保有する地域調剤情報共有システムのデータベースとの突合を行い、研究利用可
能な状態となった。2024年3月現在、計5,340名のベースラインデータ（生活習慣、動脈硬化指標、骨量など）、
発症調査データと、投薬情報（2014年4月～2023年6月）とが一括管理され、これらの疾患の予防を目的とした治
療薬のみならず、多くの治療薬の効果や副作用等について、新たな視点から検証することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：We merged the data from the Nagasaki Islands Study (NaIS), a 
population-based prospective cohort study in Goto City (Nagasaki Prefecture, Japan) with drug 
dispensing data collected from pharmacies in Goto City. The dataset includes baseline data 
(lifestyle, variables on atherosclerosis, and osteoporosis screening data), disease registry data on
 myocardial infarction, stroke, and fractures, and drug dispensing data during April 2014 and June 
2023, making it possible to examine the efficacy and side effects of many drugs, especially these 
for prevention from cardiovascular disease and bone fracture.

研究分野： プライマリ・ケア、疫学、公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域住民コホート研究で、詳細な処方データや治療内容等の情報の利用が可能な研究は希少である。多くのコホ
ート研究では、対象者の薬剤歴、治療歴などの情報については、本人の自己申告に基づくため正確でないことも
あり、活用に限界があった。逆にリアルワールドデータだけであっても、研究目的で収集されたデータでないた
め、身体所見や検査データについての情報はほとんどの場合、含まれていない。今回得られた研究基盤の活用に
より、これまでの研究では十分に検証し得なかった課題の解決が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
動脈硬化性疾患のリスク因子の 1 つである脂質異常症について、2012 年に発表された 27 件の、
一次予防（心血管疾患の既往のない患者）におけるスタチンの効果を検証した RCT のメタアナ
リシスでは 1)、総死亡のリスク比が 0.91（95%信頼区間 0.85-0.97）であったが、5 年間での心
血管イベントリスクが 10%未満の群のサブグループ解析では死亡率に有意差はみられなかった。
またスタチンによる一次予防の効果を示した本邦で行われた RCT では 2)、5 年間での心血管イ
ベント発症率は 2.7%と低かったことから、本邦におけるスタチンの効果は限定的と考えられた。
他方で本邦におけるスタチンの年間処方数は、2019 年度には 30 億に達しており 3)、スタチンを
一次予防で内服している一般市民の多いことが示唆され、治療効果について一般住民集団を対
象とした検討が必要と思われた。また骨粗鬆症についても、本邦の診療ガイドラインで第一選択
薬とされているアレンドロン酸とリセドロン酸について、骨折の一次予防（骨折のない患者）に
おける効果を検討した RCT のメタアナリシスでは、アレンドロン酸を椎体骨折の予防として用
いた場合に有意差を認めた（リスク比 0.55、95%信頼区間 0.38-0.80）ものの 4)、同薬を非椎体
骨折や大腿骨近位部骨折の予防として用いた場合や、リセドロン酸を用いた場合に関しては有
意な効果はみられなかった 4,5)。また RCT の追跡期間はそれぞれ 3-5 年ほどと短く 4,5)、長期成
績の検討は十分でない上に、ビスホスホネートの長期投与がかえって骨折のリスクを高めるの
ではないかとする観察研究の知見もあることから 6,7)、骨粗鬆症の治療についてさらなる検討が
必要と思われた。なお、昨今上市された、副甲状腺ホルモン製剤や抗 RANKL 抗体薬等の検討
も必要である。 
以上を踏まえ、上記治療薬による薬物療法や、栄養療法などほかの治療の効果を、一般住民集団
において検証することとした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、生活習慣病に対する治療の一般住民集団における効果を検証することであっ
た。課題解決のために、長崎県五島市で進行中の前向きコホート研究である Nagasaki Islands 
Study（NaIS）のデータを活用した。本研究データと、長崎大学と五島市とが共同で開発し運用
している調剤情報共有システムのデータを突合し、生活習慣病等に対する治療の有効性に関す
る縦断的研究を計画した。 
 
 
３．研究の方法 
Nagasaki Islands Study（NaIS）のデータと、調剤情報データの突合は、調剤情報データを保
有する五島市役所内の専用端末で行った。まず、突合のため専用に開発されたアプリケーション
を用いて、双方の生年月日と性別が一致するレコードを抽出した。次に、抽出したレコードより、
名（カナ）が一致するレコードを抽出した。その後、姓（カナ）が一致しないレコードについて、
同一人物かどうかを目視確認し、最終的に NaIS の研究参加者のレコードを特定した。このよう
に得られた調剤情報は、個人を特定できない形に編集した上で、NaIS の専用サーバーに格納さ
れた。 
 
 
４．研究成果 
Nagasaki Islands Study（NaIS）のデータと、五島市が保有する地域調剤情報共有システムの
データベースとの突合を行い、研究利用可能な状態となった。2024 年 3 月現在、計 5,340 名の
ベースラインデータ（生活習慣、動脈硬化指標、骨量など）、発症調査データと、投薬情報（2014
年 4 月～2023 年の 6 月）とが一括管理され、これらの疾患の予防を目的とした治療薬のみなら
ず、多くの治療薬の効果や副作用等について、新たな視点から検証することが可能となった。 
研究成果の公表に関して、研究代表者はコホート研究のプロフィールの報告や 8)、ぶどう膜炎の
実態調査の学術論文での報告を行った 9)。また歯周病に関する研究に共著者として参画した 10)。
さらに、本研究データと調剤情報データの両方を用いた研究成果についても、現在学会発表に向
けて準備中である。 
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